
江戸時代に作られた大師堂

岩本寺 藤井山
五智院

歓喜天堂四万十いやしの里

大師堂の前に建つ歓喜天のお
堂は、平成8年（1996）に落成
した建物。木造でありながら円
形という珍しい造りとなってい
る。本尊は大聖歓喜自在天で、
歓喜天や聖天といった名でも
知られている。商売繁盛、夫婦
円満、子授け祈願、病悩祈願な
どにご利益があるといわれる。
頭は象、体は人間の形をして
いる。

本堂の天井絵

一見、落ち着いた雰囲気が漂
う本堂だが、一歩中に入ると天
井一面に広がる鮮やかな絵に
驚く。この天井絵は575枚あり、
プロ、アマチュア約400人が参
加して奉納したもの。洋画、日
本画、水彩画、水墨画、ちぎり絵
と種類も様々。仏様やマリリン・
モンローなどテーマも多彩で、
見ていて飽きない。

四万十川と土佐湾に挟まれた
岬の丘陵地帯にある温泉と食
事処。内風呂には、大小二つの
湯船があり、小さい方が薬湯
だ。緑の中にある露天風呂は、
目の前の海から汲み上げた海
水風呂。海の癒やし効果を健
康増進につなげるタラソテラ
ピーが実践されている。隣接す
るホテルは細やかなサービス
が自慢。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

高知県四万十市下田3370
0880・33・1600（四万十の宿）
6：00～22：00（11～3月は6：30～）
無休
入浴のみ大人680円

休

第37番　岩本寺
●高知県高岡郡四万十町茂串町3-13 
☎0880-22-0376 
●宿坊／あり（要予約）

第38番　金剛福寺
●高知県土佐清水市足摺岬214-1 
☎0880-88-0038 
●宿坊／あり（要予約）

　天平年間（７２９～７４９）、聖武天皇の勅願
により行基が開基した。当時は仁井田大明神の
別当として福圓満寺と称していた。行基はこの
地に天の七星を象徴した仁井田七寺を建立し
たとされ、福圓満寺はその根本寺にあたる。弘
仁年間（８１０～８２４）には弘法大師がこの地
を訪れ、さらに５社５寺を建立。一の宮に本地
仏の不動明王、二の宮（今宮）に観世音菩薩、
中の宮に阿弥陀如来、四の宮に薬師如来、森
の宮に地蔵菩薩を安置した。その後天正年間
（１５７３～１５９２）には兵火などにより衰退する
が、その後再興。岩本寺と名を改める。本尊は５
体あり、それぞれの真言を唱える必要がある。

　標高２８０ｍを超える高原の町・四万十町
の旧市街地の中心部にある。仁王門の前は
門前町の雰囲気が漂う。町中にありながら、
静寂に包まれた境内が広がる。
　仁王門をくぐると右手に歓喜天堂、境内で
はもっとも古くに建てられた大師堂、本堂の
順に並ぶ。この寺には、弘法大師にちなんだ
七不思議がある。大師の霊力で１年に３回も
実るようになったという栗の木「三度栗」な
ど、境内に今もなお残るものもある。

境　内歴史・全体像
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第37番
ふじいざん　ごちいん　いわもとじ

大師の七不思議が伝わる高原の寺

御詠歌／六つのちり五つの社あらわして深き
仁井田の神のたのしみ
本尊／阿弥陀如来・観世音菩薩・不動明王・ 薬
師如来・地蔵菩薩
真言／阿弥陀如来：おん あみりた ていせい から うん　
観世音菩薩：おん あろきりゃ そわか 不動明王：のうまく さ
んまんだ ばざらだん せんだ まかろしゃだ そはたや うん 
たらた かん まん　薬師如来：おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか　地蔵菩薩：おん かかか びさんまえい そわか
宗派／真言宗智山派　
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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昭和53年（1978）に建立された本堂。気軽に中まで入ることができる
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